
キャリア特集

　（株）ティーエーネットワーキング

代表取締役の谷保茂樹さんは、メキシ

コで歯科医の資格を取得、診療所勤務

を経てから開発コンサルタントになっ

たという異色の経歴の持ち主である。

　「1970年代に北米からボリビアまで

旅行しましたが、中南米のエキサイテ

ィングな雰囲気に感化されました」。

谷保さんは、一度は日本の大学に入学

したものの、メキシコの大学に入り直

した経緯をそのように語る。

　メキシコでは、手に職をつけるため

歯科医を目指し、歯学部に在籍した。

卒業後は同国の診療所などで働いた

が、その間に日本の大学時代に知り合

った女性と結婚もした。

　しかし働き出して２年が過ぎた時、

「このまま日系社会で一生過ごしても

いいだろうか」と思い、また妻から日

本の歯科医師免許も取得するよう勧め

られたこともあって、一度日本に帰国

することに決めたという。

　帰国後、歯科医師免許のための勉強

をしながら仕事をすることにしたが、

「どうせなら医療関係がいい」と思い、

友人の紹介で保健・医療コンサルティ

ング会社に入社した。この会社では、

ODA案件のプロジェクトファインディ

ングを行っていたが、それが谷保さん

がODAにかかわるきっかけとなる。

　その頃、日本で歯科医師免許を取る

ためには、日本の大学に入り直す必要

があると知り、一時メキシコに戻ろう

かと考えたが、子どもができたことも

あり、日本で働き続けることにした。

　当時、会社は高い利益を出していた

が、谷保さんは「もっと現場と接する

実のある仕事がしたい」と感じてい

た。その時、現場で活躍できるJICA専

門家などの存在を知り、その会社を退

職。その後、業務調整員の仕事に就

き、10年間、ドミニカやボリビア、ニ

カラグアでの仕事に携わった。その中

で、当時大半を占めていた“個人事業

主”の専門家たちにホームグラウンド

が必要と考え、ティーエーネットワー

キングを設立し、現在に至っている。

　「自分の場合いつも普通の道から外

れているので、キャリアに『パス』と

いうものはないようなものです」と冗

談交じりに語る谷保さんだが、仕事で

大切にしてきたのは、「現場を好きに

なること」だという。「現在の国際協

力業界は高学歴志向が強い風潮がある

が、大学で学べることと、現場で役立

つ力は異なっています」。そして、

「現場にのめり込めば、現地の人も本

音を出してくれます。逆に自分がそれ

まで身に付けてきた専門性などへのこ

だわりが、足かせになることもある」

ということだ。

　また、谷保さんはJICA帰国専門家連

絡会かながわ（JECK）の事務局を務

めていたが、「専門家の中には、定年近

くまで民間の大手企業の技術畑一本で

やってきた人たちもいます。彼らは

『自分の人生の中で、専門家などと呼

ばれたことはない』と恥じらいながら

も嬉しそうにしていました。本来、

『専門家』という言葉はそれだけの重

みを持つもの。それをわきまえつつ、

謙虚に自分の専門性を磨いていくこと

が重要だと思います」。

　さらに、谷保さんは自らの夢につい

て、「民活型技術協力プロジェクトを一

層促進することでODAをより民間に開

かれたものにしていくこと」と、「戦争

が起こらない世界を創ること」と語る。

「戦争で苦労した母からは、『絶対に戦争

をしてはいけない』と教えられてきま

した。残念ながら現在は『ポストコン

フリクト』にかかわる仕事が存在しま

すが、本来こうした仕事はない方がよ

い」。そして、４月に新しい理事長を

迎えたJICAが、平和創造に向けまい進

していくことに期待を寄せた。

　那須連山を望む栃木県那須塩原市に

本社工場を構える（株）パン・アキモト

は、従業員50人余りの小さなパン会社

ながら、国内外の被災地に「パンの缶

詰」を届ける社会貢献活動で注目され

る“優良企業”である。２代目の秋元

義彦・代表取締役は「すべての仕事は

社会奉仕。私たちはパン屋らしく、パ

ンを通して社会に貢献することが使命

と考えています」と話す。

　缶詰パンが生まれたきっかけは、

1995年１月の阪神大震災。交流があっ

た神戸の教会に焼き立てのパンを大量

に送ったが、保存料を使わない生パン

は３～４日しか持たず、７割が食べら

れないまま捨てられてしまった。「保存

性があって、しかもおいしいパンを届

けたい」と試行錯誤を重ね、缶の中に

特殊な紙で包んだ生地を入れて、缶詰

ごと焼き上げる独自の製法を１年がか

りで開発した。

　従来の乾パンとは違い、焼き立ての

味わいを閉じ込めたふっくら甘めの缶

詰パンは、最初は売れなかったが、自

治体の備蓄用として少しずつ普及して

いった。転機は2004年10月の中越地

震。いくつかの自治体が備蓄していた

缶詰パンを被災地に送り、現地で評判

になったことから、全国的にも知名度

が一気に上がった。

　その２カ月後にインド洋大津波が発

生し、スリランカ在住の知人の要請で

数千缶を送る。最初から国際貢献を意

識していたわけではないが、「缶詰を開

発した時、被災地はもちろん、海外で

飢えに苦しむ人々の役に立つと直感し

た」という秋元さんは、NGO「日本国

際飢餓対策機構」と連携して、海外の

救援活動の手法を模索した。

　2009年にスタートした「救缶鳥プロ

ジェクト」は、自治体や企業、大学、

個人などが購入した缶詰（賞味期限３

年、15缶１万2,000円）を、２年後に

“下取り”の形で提供してもらい、

NGOを通じて海外の被災地に送るユニ

ークなシステム。これまでにジンバブ

エ、フィリピン、イランなど12カ国に

累計十数万缶を送ってきた。

　2010年１月のハイチ地震では、輸送

費数百万円を自社負担して３万缶空輸

するとともに、秋元さん自身も現地に

飛んだ。「施設に保護された子供たち

に配ったところ、大喜びで食べてくれ

ましたが、一口しか食べない子もい

る。心配して理由を聞くと『家族に食

べさせたいから』と言うんですね…。

パンを持ってきて本当に良かったと思

いました」。昨年９月には「アフリカ

の角」の干ばつに苦しむソマリア難民

支援を目的に、隣国ケニアを訪ね、国

境地帯の学校や保健センターを回った。

「干ばつ地域を歩いて、改めて水と食べ

物の大切さを痛感し、自分たちの活動

の意味を再確認しました」。

　東日本大震災を受けて、昨年NPO法

人「災害支援機構We Can」を設立。企

業・個人の寄附を募って、地域の倉庫

に缶詰パンや水、寝具を備蓄し、国内

の災害発生時に被災地に送るほか、一

部を海外に送るスキームを立ち上げ

た。企業が購入した缶詰には、社名入

りのラベルが貼られ、「参加企業は自社

の備蓄用、社会貢献、広告の３つの利

点が得られる仕組みです」。

　東日本大震災では、被災地にパン20

万缶以上を送るとともに、今も従業員

が現地に通ってボランティア活動を続

けている。「パン屋の本業に誠実に取

り組み、企業として収益を上げる一

方、その利益をほんの少し社会に還元

しているだけです」と話す秋元さんの

パンは、国内外を問わず、過酷な状況

に置かれた多くの命を支え続ける。

現場にのめり込むのが大切
（株）ティーエーネットワーキング　代表取締役　谷保 茂樹さん （56歳）

メキシコの歯科医から転身

キャリアに「パス」などない
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Shigeki TANIHO

歯科医→保健・医療コンサルタント→業務調整員→開発コンサルタント

“缶詰パン”世界の被災地に
（株）パン・アキモト代表取締役　秋元 義彦さん （59歳）

阪神大震災きっかけに

本業生かした国際貢献

Yoshihiko AKIMOTO

パン製造業→食料援助プロジェクト

C a r e e r  Pa t h
慶應義塾大学を中退し、メキシコ国立自
治大学に入学

メキシコの診療所で勤務

保健・医療コンサルティング会社に就職

（財）日本国際協力センターの海外派遣
員としてプロジェクト業務調整員を勤める

（株）ティーエーネットワーキングを設立、
代表取締役に就任

23歳

26歳
29歳

35歳

44歳

法政大学経営学部卒業、東京のパン店
に就職

秋元ベーカリー（現在の会社の前身）に
入社

阪神大震災の被災地にパンを送る

「パンの缶詰」の製造法を確立

同社代表取締役就任、後に社名変更

新潟・中越地震、インド洋大津波の被災
地を支援

「救缶鳥プロジェクト」スタート

ハイチ地震の被災地を支援

C a r e e r  Pa t h

23歳

25歳

41歳

42歳

43歳

51歳

56歳

57歳




